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ふりがな おかやまけんがくどうほいくれんらくきょうぎかい 

団体名 岡山県学童保育連絡協議会 

代表者名 糸山智栄 

連絡先 

住所 岡山市北区岡町 14-９ 

TEL 090-7131-5672 

E-mail gakudou@mx6.tiki.ne.jp 

URL https://www.facebook.com/okagakudou/ 

設立年（西暦）       1978 年 

助成活動名 障害の有無関係なく、地域での農作業を通して子どもたちに食について考えてもらう活動 

助成額     600,000 円 

活動内容 

目的 

農業の担い手不足から、また、障害者や高齢者など就労弱者への農業の有効
性の両面から、「ノウフク連携」が推進されている。社会の変化から、農業に触
れる機会はますます減り、コロナ禍での外出制限は、子どもたちの成長に大き
な弊害をもたらしている。 
学童保育は、障害の有無に関わらず、放課後を過ごす場としてますます重要

となってきており、「農業」は何か大きな可能性があるのではないかと考えてい
る。また「農」と切っても切れない「食」の問題は、放課後の「補食」や長期
休業中の「昼食」など学童保育にとって、切実な課題である。学童保育を核に
「農」「食」をテーマに活動していくことで、「障害」の有無という枠を、地域
の人々とつながりながら、子どもたちを豊かに育てていく。 

内容 

① 夏休み前の 7/1.2.3 の午前中、平本福子先生をお招きして、岡山市、倉敷
市、津山市の県内３カ所で「食」に関する学習会を行った。岡山市と倉敷市
ではそれぞれ、クラブから希望が出て、午後は、実際の保育の中の「食」や
「食」に関することを見ていただき、アドバイスをもらった。 

② 倉敷市のながおキッ Z クラブの障害児を含む土曜保育で１年を通して、稲作
を行った。３回の保護者も参加しての活動を行った。 

内容 月日 参加人数 学童の参加合計 

6/14(土) 田植え 45 人 18 家庭 

10/11(土) 稲刈り 43 人 10 家庭 

11/15(土) 脱穀 37 人 21 家庭 

 
総社市久代の休眠していた田を再開させるところから、関わらせてもらい、
田んぼの持ち主さん（関東在住）、メインで耕作する方（関東在住）、地元の
農家さん、指導員のお母さん（高知在住）等に指導を仰ぎながら、350kg を
収穫することができた。取り組みに関心のある県外の方々も作業に参加さ
れ、「関係人口」が増えた。これらのメンバーが集まり、3/15㈰にグラフィ
ックレコーディングを活用して、1 年の振り返りと今後の展開を語った。 

当初の
計画か
らの変
更点 

① ファシリテーショングラフィックを活用したスタート集会を考えていたが、
稲づくりなどが 4 月にはスタートしていたので、実践しながら方向性を模索
することとし、まとめの会を行った。 

② 倉敷の学童保育で米作りに取り組んでもらうことに手いっぱいになり、参加
を広く呼びかけたり、岡山市、津山市周辺で農業見学または体験を行ったり
する余裕はなかった。この取り組みを広く知ってもらうために簡単なまとめ
の冊子を作成した。 

 



 成果 

① 学童保育で夏休みの配食弁当が社会的に話題になる中、岡山県内 3 カ所で、
「食」に関して学ぶ機会を作れたことは、「子どもの食」をちゃんと考える
ことは大切なことであるということを社会に向けて発信することができた。 

② 講演とコンサル的な現場学習は、夏休みの食について大きなヒントとなっ
た。 

③ 「ちょっと米作りをやってみた」ではなく、本気で 1 年間取り組んで、指導
員、子ども、保護者にそれぞれが大きなものを得た。 

④ 参加児童の中には、神経発達症（発達障害）の子もおり、日ごろ関わってい
る支援員からは「いつも以上に行動が輝いていると感じた。こういった自然
活動を体が求めていたよう」と表現していた。また、県外の特別支援学校の
中学生が 1 年を通して、参加した。まとめ会にも参加し、感想を述べてくれ
た。 

今後の課題と対
応策 

① 「食」はすべての人に関わることだが改めて考える機会が少なく、「手軽」「簡単」に
流れがち。学童保育で子どもたちとともに「食」について意識的に活動に組み込みた
いと考えている指導員たちは一定数いるが、制度の脆弱さや設備の不備から、不安に
感じていることがわかった。今回の研修を通じて、自信が持てたとの声が多く聞かれ
た。継続して、食に関するテーマの交流会や研修を実施したい。 

② どれくらいの時間やお金をかけて、学童保育で「米づくり」に取り組むかは、クラブ
の事情それぞれだが、米は、「アレルギー」が少なく、「食」の話にも大きく関われ、
また、クラブ内ではなく、自然中での体験であり、芽が出ない、腐るなどの失敗も経
験し、それでもなんとか乗り切っていくという本当に貴重な場だったとのこと。なが
おキッＺクラブは、改善を重ねながら、2 年目の米づくりにとりかかっている。他のク
ラブからもやりたいという声が出ているとのことで、ながおキッＺに学びながら始ま
るかもしれない。 

③ トピックス的にしか扱われないので、「食」と同様に年に 1 回でも学童保育における
「米づくり」についての交流会を行うのも面白いかもしれない。 

④ 「久代の田んぼ」チームの皆さんの展開を見ながら、引き続き関わっていく。 

 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 


